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【条例制定の事例】

山梨県
山梨県富士山における登山の適正化に関する条例等

CASE STUDY

　山梨県では、コロナ禍を経て富士山吉田ルートの登山者数が回復してきた。それに
伴い、弾丸登山や登山者のマナーの悪化が問題となっている。こうした状況を踏まえて、
県では、富士登山の安全を確保することが喫緊の課題であるとして、「山梨県富士山に
おける登山の適正化に関する条例」、「山梨県富士山吉田口県有登下山道設置及び管理
条例」、「山梨県富士山吉田口県有登下山道整備等事業基金条例」を制定した。

１　

条
例
制
定
の
背
景

日
本
を
象
徴
す
る
富
士
山
は
、
平
成
25
年
６
月
に

ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
委
員
会
に
お
い
て
「
富
士
山
―

信
仰
の
対
象
と
芸
術
の
源
泉
―
」
と
し
て
世
界
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

富
士
山
の
美
し
い
山
体
や
秀
麗
な
眺
望
に
惹
か

れ
、
毎
年
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
登
山
者
が
訪
れ
ま

す
。
令
和
５
年
度
は
、
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
て
か
ら
10
周
年
の
節
目
と
な
り
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
制
限
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
多

く
の
方
が
富
士
登
山
に
訪
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

令
和
３
年
度
５
万
４
３
９
２
人
に
ま
で
減
少
し
た
富

士
山
吉
田
ル
ー
ト
の
登
山
者
数
は
、
令
和
５
年
度

13
万
７
２
３
６
人
と
な
り
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
令
和
元

年
度
14
万
９
９
６
９
人
の
９
割
程
度
に
回
復
し
ま
し

た
。（
い
ず
れ
も
環
境
省
調
べ
）

こ
れ
に
伴
っ
て
、以
前
か
ら
問
題
と
な
っ
て
い
た
、

山
頂
付
近
の
過
度
な
混
雑
や
夜
間
に
休
息
を
取
ら
ず

に
一
気
に
山
頂
を
目
指
す
弾
丸
登
山
が
多
く
見
ら

れ
、
加
え
て
、
登
山
道
に
お
け
る
仮
眠
な
ど
安
全
を

脅
か
す
行
為
や
マ
ナ
ー
の
悪
化
な
ど
が
新
た
な
問
題

と
な
り
、
地
元
市
町
村
や
富
士
登
山
の
関
係
団
体
か

ら
登
山
規
制
に
つ
い
て
の
要
望
書
が
提
出
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
本
県
で
は
、
富
士
登

山
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

山梨県知事政策局 
富士山保全・観光エコシステム 
推進グループ主査

浦郷　敬

令和元年度 令和５年度 令和６年度

　　（最も多い日の登山者数）

　登山者数　※１

　弾丸登山が疑われる登山者数　※２

図表　開山期間中の富士登山者数の推移	 （単位：人）

※１ 八合目で計測（環境省）　　※２ 六合目で午後７時～翌０時計測（富士吉田市）
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と
捉
え
、「
山
梨
県
富
士
山
に
お
け
る
登
山
の
適
正

化
に
関
す
る
条
例
」、「
山
梨
県
富
士
山
吉
田
口
県
有

登
下
山
道
設
置
及
び
管
理
条
例
」、「
山
梨
県
富
士
山

吉
田
口
県
有
登
下
山
道
整
備
等
事
業
基
金
条
例
」
の

制
定
に
至
り
ま
し
た
。

２　

検
討
の
経
過

富
士
山
の
登
山
規
制
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
新

た
な
条
例
の
制
定
以
外
に
も
、
道
路
法
に
よ
る
通
行

規
制
、自
然
公
園
法
に
よ
る
利
用
調
整
地
区
の
適
用
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
な
ど
の
現
行
の
法
令
の
活

用
や
、
強
制
力
を
持
た
な
い
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
に

よ
る
対
応
も
含
め
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
検
討
し
ま

し
た
。
ま
た
、
外
部
の
専
門
家
に
よ
る
「
富
士
登
山

適
正
化
専
門
家
会
議
」
を
設
置
し
、
富
士
登
山
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
手
法
が
あ
る

か
熱
心
に
議
論
い
た
だ
き
ま
し
た
。

山
頂
付
近
の
過
度
な
混
雑
や
弾
丸
登
山
の
抑
制
の

た
め
に
は
、
登
山
者
を
時
間
や
人
数
に
よ
り
制
限
す

る
な
ど
、
何
ら
か
の
方
法
に
よ
り
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
一
方
で
規
制
を
行
う
こ
と
は

「
登
山
の
自
由
」
を
妨
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

登
山
者
の
生
命
を
守
る
と
い
う
公
共
の
福
祉
を
実
現

す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
不
当

に
権
利
を
阻
害
す
る
も
の
で
は
な
い
と
判
断
し
て
い

ま
す
。

こ
う
し
た
検
討
の
結
果
、
現
行
の
法
令
で
は
対
応

で
き
る
こ
と
に
限
界
が
あ
る
こ
と
、
法
令
に
基
づ
き

登
山
者
の
行
動
を
制
限
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
新
た
な
条
例
の
制
定
に
よ
る
登
山
規
制
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

条
例
の
制
定
に
当
た
っ
て
は
様
々
な
課
題
を
解
決

す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
が
、
特
に
対
応
が
難
し

か
っ
た
も
の
は
、
富
士
山
吉
田
ル
ー
ト
は
全
て
の
区

間
が
道
路
法
上
の
道
路
（
県
道
）
に
認
定
さ
れ
て
い

た
こ
と
で
す
。
道
路
法
で
は
一
般
交
通
の
用
に
供
す

る
道
路
は
自
由
通
行
が
原
則
で
あ
り
、
道
路
の
ま
ま

で
は
登
山
規
制
を
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
道
路
法
第
18
条
に
よ
り
道
路
認
定
の
起
点
・
終

点
に
変
更
を
生
じ
な
い
範
囲
で
県
道
の
一
部
を
道
路

法
の
適
用
か
ら
除
外
し
、
そ
の
区
間
を
県
有
施
設
と

し
て
管
理
す
る
こ
と
で
ゲ
ー
ト
の
設
置
等
を
可
能
と

し
、
登
山
規
制
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

３　

条
例
の
内
容
、
条
例
に
基
づ
い
た
取
組

登
山
規
制
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、
前
述
の
三
つ

の
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

（
１
）
山
梨
県
富
士
山
に
お
け
る
登
山
の
適
正
化
に

関
す
る
条
例

名
称
の
と
お
り
富
士
山
に
お
け
る
登
山
の
適
正
化

を
図
る
た
め
の
も
の
で
す
。
登
山
者
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
、
県
が
行
う
べ
き
こ
と
や
登
山
者
が
守
る

べ
き
内
容
を
定
め
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
登
山
道
で

の
マ
ナ
ー
違
反
や
安
全
を
脅
か
す
行
為
に
関
し
て
登

山
者
に
注
意
を
行
っ
て
も
、
聞
き
入
れ
て
も
ら
え
な

い
場
合
が
あ
り
ま
し
た
が
、
条
例
に
お
い
て
富
士
登

山
適
正
化
指
導
員
を
設
置
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
強
力

に
指
導
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

（
２
）
山
梨
県
富
士
山
吉
田
口
県
有
登
下
山
道
設
置

及
び
管
理
条
例

道
路
法
の
適
用
か
ら
除
外
し
た
部
分
等
を
県
の
施

設
と
し
て
管
理
す
る
も
の
で
あ
り
、
県
有
施
設
で
あ

る
登
山
道
の
一
部
を
登
山
者
が
利
用
す
る
場
合
は
知

事
の
許
可
を
得
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
登
山
規
制

は
実
質
的
に
本
条
例
に
よ
り
実
施
し
て
お
り
、
山
頂

付
近
の
過
度
な
混
雑
を
防
止
す
る
た
め
、
登
山
者
数

が
１
日
当
た
り
の
上
限
４
０
０
０
人
を
超
え
た
場
合

は
登
山
道
の
通
行
を
禁
止
す
る
こ
と
と
し
、併
せ
て
、

弾
丸
登
山
を
防
止
す
る
た
め
、
知
事
が
定
め
る
時
間

帯
（
午
後
４
時
か
ら
午
前
３
時
）
の
通
行
を
禁
止
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
（
い
ず
れ
も
山
小
屋
宿
泊
者
を

除
く
）。
ま
た
、
登
山
規
制
の
た
め
に
要
す
る
経
費

に
つ
い
て
、
施
設
使
用
料
（
通
行
料
）
と
し
て
１
人

１
回
当
た
り
２
０
０
０
円
を
徴
収
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

（
３
）
山
梨
県
富
士
山
吉
田
口
県
有
登
下
山
道
整
備

等
事
業
基
金
条
例

「
山
梨
県
富
士
山
吉
田
口
県
有
登
下
山
道
設
置
及
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民
間
の
事
業
者
に
委
託
す
る
と
と
も
に
、
毎
日
複
数

名
の
県
庁
職
員
を
富
士
山
五
合
目
に
配
置
し
、
規
制

に
関
す
る
案
内
や
ト
ラ
ブ
ル
対
応
な
ど
に
当
た
ら
せ

ま
し
た
。

４　

登
山
規
制
の
実
施
結
果

今
夏
の
登
山
シ
ー
ズ
ン
（
令
和
６
年
７
月
１
日
か

ら
９
月
10
日
）
に
登
山
規
制
を
実
施
し
た
結
果
、
条

例
を
制
定
す
る
際
に
目
指
し
て
い
た
目
標
は
お
お
む

ね
達
成
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

過
度
な
混
雑
を
抑
制
す
る
た
め
の
人
数
規
制
に
つ

い
て
は
、
通
行
予
約
シ
ス
テ
ム
で
も
混
雑
の
程
度
が

お
お
む
ね
予
想
で
き
る
こ
と
や
、
富
士
登
山
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
サ
イ
ト
上
に
混
雑
予
想
カ
レ
ン
ダ
ー
を
掲
出

し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
最
も
多
い
日
で
も
登
山
者

数
（
五
合
目
通
行
許
可
者
数
）
３
３
８
２
人
と
１
日

４
０
０
０
人
を
超
え
る
日
は
発
生
せ
ず
、
結
果
と
し

て
、
人
数
上
限
を
超
え
た
こ
と
に
よ
り
通
行
を
禁
止

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
午
後
４
時
か
ら
翌
午
前
３
時
ま
で
を
通
行

禁
止
と
し
た
結
果
、
前
年
度
と
比
較
し
て
弾
丸
登
山

が
疑
わ
れ
る
登
山
者
数
を
約
95
％
減
少
（
※
）
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
山
小
屋
関
係
者
か
ら
も
夜

間
が
静
か
に
な
っ
た
と
評
価
す
る
声
が
聞
か
れ
、
弾

丸
登
山
対
策
に
大
き
な
成
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い

ま
す
。

（
※
六
合
目
を
午
後
７
時
か
ら
翌
午
前
０
時
ま
で

び
管
理
条
例
」
に
よ
り
徴
収
し
た
通
行
料
を
基
金
と

し
て
積
み
立
て
る
た
め
の
も
の
で
す
。
積
み
立
て
た

基
金
は
県
有
施
設
の
維
持
管
理
や
登
山
規
制
の
た
め

の
経
費
に
充
当
し
ま
す
。

こ
れ
ら
に
よ
り
登
山
規
制
を
実
施
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
が
、
登
山
道
で
人
数
規
制
や
時
間
規
制
を
実

施
し
、
通
行
料
を
徴
収
す
る
こ
と
は
国
内
で
も
初
め

て
の
取
組
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
登
山
規
制
を
知
ら
ず

に
来
る
登
山
者
に
よ
る
ゲ
ー
ト
前
で
の
混
乱
が
心
配

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
登
山
者
（
特
に
海
外
か

ら
の
登
山
者
）
に
対
す
る
事
前
の
周
知
を
徹
底
的
に

行
う
こ
と
と
し
、
報
道
機
関
を
通
じ
た
情
報
発
信
は

も
ち
ろ
ん
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
旅
行
サ
イ
ト
を
活
用
し
た
周

知
活
動
、
富
士
山
ま
で
に
利
用
す
る
公
共
交
通
機
関

へ
の
広
告
の
設
置
、
旅
行
会
社
や
大
使
館
を
通
じ
た

外
国
人
登
山
者
へ
の
呼
び
か
け
な
ど
、
あ
り
と
あ
ら

ゆ
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
活
用
し
て
登
山
規
制
の
周
知
を

行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
登
山
規
制
が
実
施
さ
れ
て
い
て
も
、
登
山

者
が
安
心
し
て
登
山
計
画
を
立
て
、
当
日
も
円
滑
に

通
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
通
行
予
約
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
、
開
山
前
の
５
月
か
ら
稼
働
さ
せ
ま
し
た
。

登
山
規
制
は
富
士
山
吉
田
ル
ー
ト
五
合
目
の
ゲ
ー

ト
に
て
行
い
ま
す
が
、
登
山
者
へ
の
規
制
の
説
明
、

ゲ
ー
ト
の
警
備
、
外
国
人
対
応
、
通
行
料
の
徴
収
な

ど
様
々
な
業
務
が
発
生
し
ま
す
。
そ
れ
ら
の
業
務
を

に
通
過
し
た
登
山
者
数
を
比
較
。）

登
山
規
制
に
関
す
る
徹
底
し
た
周
知
活
動
を
行
っ

た
結
果
、
国
内
外
の
メ
デ
ィ
ア
に
大
き
く
取
り
上
げ

ら
れ
、
外
国
人
登
山
者
を
含
め
て
登
山
規
制
を
知
ら

ず
に
来
訪
す
る
方
は
わ
ず
か
で
、
当
初
心
配
し
て
い

た
ゲ
ー
ト
前
で
の
混
乱
は
ほ
と
ん
ど
発
生
し
ま
せ
ん

で
し
た
。

一
方
で
、
雨
具
や
防
寒
着
な
ど
の
十
分
な
装
備
も

な
く
登
山
し
よ
う
と
す
る
軽
装
登
山
者
や
、
ゲ
ー
ト

が
閉
ま
る
午
後
４
時
直
前
に
通
過
し
弾
丸
登
山
に
近

い
登
り
方
を
す
る
「
駆
け
込
み
登
山
」
が
一
定
数
確

認
さ
れ
、
新
た
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
登
山
者
に
対
し
、
指
導
員
が
危
険
性
の
説
明
や

説
得
を
粘
り
強
く
行
い
ま
し
た
が
、
説
得
を
聞
か
ず

そ
の
ま
ま
登
山
し
て
い
く
者
も
お
り
、
こ
う
し
た
危

険
性
の
高
い
登
山
を
い
か
に
減
ら
す
か
が
今
後
の
大

き
な
課
題
の
一
つ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

５　

今
後
の
展
望
・
課
題

国
内
外
か
ら
注
目
さ
れ
る
富
士
山
に
お
い
て
、
初

め
て
の
試
み
と
な
る
登
山
規
制
を
大
き
な
混
乱
な
く

実
施
で
き
た
こ
と
、
過
度
な
混
雑
や
弾
丸
登
山
を
お

お
む
ね
抑
制
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
意
義
が
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

一
方
、
来
年
度
に
向
け
て
、
前
述
の
駆
け
込
み
登

山
や
軽
装
登
山
の
問
題
の
対
策
を
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
吉
田
ル
ー
ト
以
外
の
静
岡
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県
側
の
ル
ー
ト
（
富
士
宮
ル
ー
ト
、
須
走
ル
ー
ト
、

御
殿
場
ル
ー
ト
）
に
お
け
る
登
山
者
対
策
と
の
一
定

の
調
和
も
必
要
で
す
。

来
年
度
の
開
山
期
間
を
見
据
え
、
今
年
度
の
反
省

を
生
か
し
な
が
ら
、
富
士
登
山
の
更
な
る
安
全
を
確

保
す
る
た
め
に
必
要
な
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

６　

お
わ
り
に

富
士
登
山
の
規
制
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
富
士

登
山
適
正
化
専
門
家
会
議
委
員
の
皆
様
を
始
め
、
環

境
省
・
国
土
交
通
省
の
御
担
当
者
様
、
県
議
会
議
員
、

山
小
屋
ほ
か
地
元
関
係
者
の
皆
様
な
ど
、
多
く
の

方
々
か
ら
御
意
見
や
御
指
摘
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

条
例
の
制
定
や
登
山
規
制
の
実
施
に
御
協
力
い
た

だ
い
た
皆
様
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
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・特集　自治体におけるハラスメント対策
ハラスメント防止に関する法律と知っておきたい基礎知識
パワーハラスメントをめぐる課題と対策
自治体職場におけるセクシュアルハラスメントの法政策
妊娠、出産、育児又は介護に関するハラスメントの防止
カスタマーハラスメントにどう対応するか

・CLOSE UP　先進・ユニーク条例
神戸市におけるAIの活用等に関する条例
大府市政策法務推進条例

・トピックス
認知症基本法と自治体における今後の認知症施策の在り方
改正障害者差別解消法の施行と今後の課題～事業者に障害者への「合理的配慮」の提供を義務化～
孤独・孤立対策推進法の施行と地方公共団体の役割


